
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９月の     

えんだより    

令和 2 年月 548 号 

川渡カトリック保育園           

園長 後藤 理恵子 

 

         行 事 予 定 

９/４（金） 集金袋配布 

５（土） 祖父母参観(５歳児) 

     ７ (月) 歯科検診 

   １０（木） 集金〆切 

   １１（金） 身体測定 

     ２５ (金)  避難訓練 

 

 １０/３（土） 運動会 

   ２４（土） すみれ会役員会 

～ お ね が い ～ 

運動会の練習で汗をかいて着替えることも多

くなります。着替えの確認や補充をお願いする

と共に、置き靴のサイズの確認もよろしくお願

いします。疲れが出やすい時期となりますので、

お風呂で汗を流したら夜は早めに就寝し、しっ

かり休息を取るようにしましょう。 

「楽しいこといっぱい！」 

すみれ組 髙橋 範子 

 ８月から、すみれ組さんに元気な７か月の男の子が入り、一 

段と賑やかになりました。初めてお母さんと離れて過ごすこと 

になった Aちゃんですが、寝返りや腹ばいになり前に置いてあ 

るおもちゃに手を伸ばしてはご機嫌に過ごしています。 

 今年は暑さが厳しかったので、０歳児の小さい子は沐浴で汗 

を流し、大きい子はタライに水を汲み、おもちゃの魚をつかま 

えたり手足に水をかけて楽しんでいます。1，2歳児さんはペッ 

トボトルに水を汲んだり出したり、シートにこぼれた水を足で 

びちゃびちゃと踏んでは感触を楽しんでいました。 

 これから朝夕涼しくなり、秋を感じさせる気持ちの良い季節 

となります。みんな外が大好きなので天気の良い日には靴を履 

いて歩いたり、散歩車に乗ってバッタやトンボを見つけたり、 

栗やどんぐり拾いをして秋の自然を 

楽しみたいと思います。 

  

 

       ＜ばら組＞ 

      ・戸外で身体を十分に動かしたり、友だちと力を合わせたり 

しながらいろいろな運動遊びを楽しむ。 

      ・身近な生き物に触れ、世話をしたり草花などを遊びに取り 

入れたりしながら夏から秋への自然の変化に興味を持つ。 

  ＜ゆり組＞ 

  ・秋の自然を身近に感じ、見たり触れたりして興味を持つ。 

  ・友だちや保育士と一緒に身体を動かしていろいろな遊びを楽しむ。 

＜すみれ組 ２歳児＞ 

 ・保育士や友だちと一緒に全身を動かして遊ぶことを楽しむ。 

  ・自分の身の回りのことを、進んでやってみようとする。 

＜すみれ組 １歳児＞ 

 ・保育士や友だちと一緒に全身を動かして遊ぶことを楽しむ。 

 ・戸外遊びを通して秋の自然に触れる。 

＜すみれ組 ０歳児＞ 

・気温の変化に留意してゆったりとした生活リズムで過ごす。 

・戸外遊びや散歩をしながら身近な自然を楽しむ。 

 

９月の 

 ね ら い  

 

～ お知 らせ ～ 

 １０月３日（土）は運動会です。今年度は

新型コロナウイルス感染症対策を考慮し、大

変残念ではありますが小学生の皆様の参加

は、ご遠慮いただくこととなりました。 

 尚、雨天時は中止とさせて頂きます。 

詳しい内容は後日、おたよりにてお知らせ致

します。 

「実験大好き！ばら組さん」            

ばら組  佐藤 まり子 

 セミの鳴く声がより暑さを倍増させていたような夏。夜になると少しずつ秋の虫の声が聞こえてくるようになってきました。虫が

好きなばら組さんは、赤とんぼが飛んでいることに素早く気付き、目を輝かせています。 

今年はプールに入れない分、水遊びだけでなく色水や石けんの泡、シャボン玉、片栗粉、氷などを使いいろいろな感触を楽しめる

ようにしました。シャボン玉遊びでは、大きいフープを使ってシャボン玉作りに挑戦。「実験するぞ！」と友だちと一緒にフープを

持ち上げてみると途中までは成功しましたが…。その後、シャボン玉液の中へ砂糖を入れてみると割れにくいシャボン玉ができ、

「われない！」と喜んでいました。友だちと協力したり共感しながら実験を楽しむことが出来ました。 

 最近は、運動会の練習を少しずつ始めています。「運動会の練習をするよ」の声に「やったー！」と気合も十分です。嬉しい気持

ちだけでなく、悔しい気持ちも大切にしながら成長した姿を見ていただけるようにしたいと思います。  

 

 

 今年の夏は新型コロナウイルス感染症対策に加え、熱中症対策と体調管理に気を 

遣う日々でした。うだるような暑さの中外遊びもままならない日もありましたが、 

テントや木陰を利用して水遊びや泥遊び、色水遊びなどこの時期ならではの遊びを 

いろいろと楽しんでいる子ども達です。もう少し暑さが落ち着いたら戸外で思い切 

り体を動かして遊ぶのが心地よくなることでしょう。 

 今年のばら組の子ども達は鉄棒名人や縄跳び名人がたくさんいます。事務室の 

窓から鉄棒をしている様子を見ている私に気づいて「園長先生、見てて～」と逆 

上がりや前回りをして見せる子ども達。できた時の得意そうな顔が何とも言えま 

せん。 

 鉄棒でも縄跳びでも、できるようになるまで友だちや先生に教えてもらったり、 

一人黙々と練習したり、友だちの練習を手伝ったり励ましたり。一人ひとりそれ 

ぞれの姿が見られ、その姿に頼もしさやたくましさを感じます。 

 一つの目標に向かって、できるようになるまで頑張るその気持ち、できた時の 

喜びや達成感は子ども時代にたくさん経験していってほしいことの一つです。 

そんな風に一生懸命一つの事に取り組むことで心がまた一つ成長していきます。 

私たち大人はそばに寄り添いながら見守ったり励ましたりしつつ成長を促してい 

きたいものです。                  園長  後藤 理恵子 

      


